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目   次 
３ はじめの言葉 
 
４ 論点を探る ビジネスモデル改編を求める前に 

若い世代に何を伝えてきたか       田原文夫 
 この春役員退職した仁が、「某大手電子機器産業に勤める自分の子供も含めて、現在勤

めている会社の事業内容が理解できていない若い（中堅）世代が増えている」と指摘して

くれた。ほとんどの業務が情報システムのアプリケーション化されている現在、アプリケ

ーション業務プロセスを若い世代は作り直すことができるだろうかと質問した時に帰っ

てきた答えである。企業全体のビジネスプロセスを見直すどころか、目の前の担当業務プ

ロセスすら理解できていないのに、事業（ビジネス）全体を見直せるわけがない、それ以

前に大問題ありというのだ。こんなところにクラウドサービスを提案されたら、一網打尽

である。否、ベンダー業界が一番の狙いとしているのは、そこかもしれない。 

 
１１ IT 新時代とパラダイム・シフト 
   第１３回 モバイル向けの有料放送は成功できるか      根本忠明 
  本年 9 月 9 日、我が国のモバイル向けの新しい有料サービス業者は「マルチメディア

放送（mmbi）」に決まった。この放送免許の選定では、いくつかの問題点が指摘されてい

るが、本稿で問題にしたいのは、既存のケータイ向け有料放送や無料動画配信サービスと

競って、新サービスが成功できるかにある。これまでの国内外の有料放送は、中止に追い

込まれたり、低迷を余儀なくされている所が少なくない。有料放送の最大のライバルは、

無料視聴できる放送や動画配信である。今回は、有料と無料の競争をテーマにして、この

問題を整理して紹介することにする。 

 
１６ CIO に聞く 

グループ全体の成長を裏打ちする 
JTB 長期 IT 戦略プロジェクト       志賀典人 

軽々に IT ガバナンスなどと言うべきではないかもしれない。その意味するところは、

ただ単に情報システムリソースを統治／管理することではないからだ。また、ガバナンス

すると言うには、ガバナンスされる側にも、その意味と意図、意義が理解され、認識され

ている必要がある。そのためには、情報システムの利用部門に「システムの利用／運用責

任」「システム化投資責任」を適確に意識してもらわなくてはならない。それを実現した

のが JTB の「プロジェクトオーナー制度」の素晴らしさである。この制度のもと、2015
年を目途にグローバルなビジネスプロセス改善を目指すジェーティービーの CIO 志賀典

人氏に聞いた。 
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２５ 情報社会を考える その 1 
 情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか      編集部 

我々は、原始の狩猟社会から、農業社会、工業社会を経て、そして今、情報社会の創出

に向けて突き進んでいる。日本は、アメリカに次ぐ第二のコンピュータ導入／保有国とし

て、また情報処理先進国として、その先駆を果たしてきた（とされている）。しかし本当

の意味において我が国は、情報社会創出に向けて先駆的な役割を果たしてきたと言えるだ

ろうか。そもそも、目指す情報社会とはいかなる社会なのか。本当に理解できているのだ

ろうか。改めて問い直して見たいというのが、本論の立ち位置である。 

 
２９ 続インテリジェンスへのいざない ⑩ 
   成長意欲がインテリジェンスを高める            今井 武 

実に嫌な表現であり仕訳名称だが、正規社員／非正規社員という呼称が市民権を得たよ

うだ。昨今ではハローワークへの提出書類でも当該社員が正規か非正規かを訊いてくる。

一方で新卒の学生就職戦線の厳しさが毎日報道される環境にあって、既存社員の処遇優劣

はさらに厳しさを増してきそうな雰囲気である。経営トップが求めるインテリジェンスと

は、どういうメカニズムで決定されるものだろうか。それを作り出す人材には何が期待さ

れてくるか。 

 
３２ 人材紹介業界の秘話と悲話 
   第二話 蔓延する「青い鳥小鳥症候群」            Dr.ベスト 
子供のないものねだりをどのようになだめるか。子育てをする過程で親たちがずっと悩

まされてきている命題である。「親はなくとも子は育つ」とは言え、何もしないで、努力

する背中も見せないで良い子は育たない。十分知っているくせに、自らは、平気でないも

のねだりをしながら、良い後進は育つと考えているだ。少なくとも、人材調達の現場には、

その雰囲気にある。人材調達現場が今罹っている病は、どこから治癒されるべきか。 

 
３６ 一味違うウェブ検索 
   第三話 ウィキペディアを調べ尽くす        ぐぅのうぇぶへい 
検索の妙手はどこにあるか。まずはオンライン統合事典サイト、特に、ウィキペディア

を徹底的に利用することである。そのためには、どうしたらよいか。今回は、ウィキペデ

ィアを利用して、他の人が気づかないプラスαの情報を入手する教科書的な方法について、

紹介しよう。 
 
３８ クラウドビジネス本格化への布石 

   注目の IBM の BTO サービスの行方         編集部 

若干旧聞と言えば言える話だが、IBM 社が本年 4 月、IBM は 2017 年を目途に、全世界

の IBM 社員 39 万 9000 人のうち 10 万人を正社員とし、残りの約 30 万人については、ク

ラウドソーシングという、プロジェクト毎に臨時再雇用（リハイアリング）する形になる

というニュースが流れた。 
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４０ しすてむこらむ 
ビジネス・インテリジェンスと 

ＣＲＭ、ＣＰＭの最新動向          石崎純夫 
Agile 経営と RTE（リアルタイムエンタープライズ） 

今や企業を取り巻く環境は、かつてないほど急速に、しかも不連続に日々変化しながら

動いている。ダーウインは、「史上では、最も強いものが生き残るのではなく、最も変化

に対応できるもののみが生き残るのだ」と名言を残している。その意味で、今日ほど起こ

り得るあらゆる変化に対して、文字通り全知全能を絞ってそのための対応を考え、各種の

シミュレーションを繰り返しながら先手を打っていく「攻めの経営」と「Agile（俊敏）な

経営」が求められている時代はないといってもよい。まさに最近欧米で盛んに言われてい

る RTE（リアルタイムエンタープライズ）の時代に入りつつあるのである。 
 
４３ システム化における独裁権の行使             メゾフォルテ 
検察特捜とシステム部門の裁量権行使の類似点 
大阪地検特捜部の検事が起こした証拠品改竄事件は、前代未聞のチョンボ事件として注

目されている。その強引なまでに、捜査／逮捕／起訴の作業を推し進めるやり方は、新規

システム開発現場で、調査／分析設計／開発に持ち込んでしまう情報システム部門のやり

方と等価だと指摘される。なるほど、言われてみればその通り。実はそれが信頼の証であ

り、プロジェクトリーダーのリーダーシップかもしれない。 
 

４５ 情報管理技術者／セキュリティ管理技術者認定 
４７ 連載 ことわざ笑タイム                すぎやまチヒロ 
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